
全
８
７
８
事
業
で
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
24
年
度
施
政
方
針

一般会計　１８２億３，９００万円
特別会計　１１３億９，３９０万円
企業会計　　６３億６，８３５万円

平成 24 年度仙北市当初予算
総額３６０億１２５万円

　

景
気
低
迷
に
よ
る
市
税
の
減
少

に
加
え
、
社
会
保
障
関
係
費
や
そ

れ
に
伴
う
広
域
負
担
な
ど
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た

り
、
地
域
防
災
や
子
育
て
支
援
な

ど
の
喫
緊
の
課
題
解
決
の
た
め
の

施
策
、
地
域
環
境
の
整
備
や
農
業

振
興
、
環
境
政
策
な
ど
、
活
力
あ

る
仙
北
市
創
造
を
目
指
し
、
市
民

生
活
の
維
持
向
上
、
市
内
産
業
の

振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
更
に
推

進
す
る
た
め
、
積
極
的
な
予
算
配

分
を
行
い
ま
し
た
。

区　　　　分 平成 24 年度予算額 構成比 (%)
１．市税 2,434,687 13.3
２．地方譲与税 215,000 1.2
３．利子割交付金 3,000 0.0
４．配当割交付金 1 0.0
５．株式等譲渡所得割交付金 1 0.0
６．地方消費税交付金 275,000 1.5
７．自動車取得税交付金 35,000 0.2
８．地方特例交付金 5,000 0.0
９．地方交付税 9,100,000 49.9
10．交通安全対策特別交付金 3,000 0.0
11．分担金及び負担金 122,569 0.7
12．使用料及び手数料 258,174 1.4
13．国庫支出金 1,474,029 8.1
14．県支出金 944,187 5.2
15．財産収入 17,394 0.1
16．寄附金 2 0.0
17．繰入金 818,944 4.5
18．繰越金 1 0.0
19．諸収入 762,711 4.2
20．市債 1,770,300 9.7

合　　　　計 18,239,000 100.0

区　　　　分 平成 24 年度予算額 構成比 (%)

１．議会費 193,134 1.1

２．総務費 2,267,043 12.4

３．民生費 4,783,232 26.2

４．衛生費 2,154,016 11.8

５．労働費 158,101 0.9

６．農林水産業費 916,289 5.0

７．商工費 747,947 4.1

８．土木費 1,581,713 8.7

９．消防費 794,522 4.3

10．教育費 1,477,595 8.1

11．災害復旧費 2 0.0

12．公債費 3,135,405 17.2

13．諸支出費 1 0.0

14．予備費 30,000 0.2

合　　　　計 18,239,000 100.0

一
般
会
計
当
初
予
算
目
的
別
歳
出
内
訳

○一般会計予算の状況（歳出）
　義務的経費は、人件費が職員数の減により   
1 億 5,629 万 8 千 円 減 の 38 億 2,083 万 5 千
円、扶助費が子ども手当制度改正などにより
2,665 万 2 千円の減（うち子ども手当給付費の
1 億 453 万円の減を除くと 7,787 万 8 千円の増）
で 19 億 4,069 万 1 千円、公債費が 1 億 5,519
万 1 千円減の 31 億 3,540 万 5 千円となってい
ます。また、投資的経費では、岩瀬北野線整備
事業、光ブロードバンド設備整備事業、防災行
政無線施設整備事業、移動通信用鉄塔施設整備
事業、角館保育園増築事業などの増により 3 億
6,892 万 6 千円増の 16 億 3,507 万 6 千円となっ
ています。
　その他の経費では物件費が、予防接種事業、
宅地以外鑑定評価、指定管理委託料、学校給
食委託、基幹システム借上料などの増により
7,909 万 2 千円増の 28 億 8,678 万 9 千円となっ
ています。

○一般会計予算の状況（歳入）
　市税は、景気の低迷による市民税の落
ち込みや観光客の減少による入湯税の減
などにより 7,257 万 1 千円の減で 24 億
3,468 万 7 千円、地方譲与税は、自動車
重量譲与税 500 万円の減で 2 億 1,500 万
円、地方特例交付金は、子ども手当特例
交付金及び自動車取得税交付金の地方税
増収分振替により 4,500 万円の減で 500
万円となっています。
　地方交付税は、国の地方財政対策など
により 3 億円の増で 91 億円を計上し、
市債は、過疎対策債、都市計画街路整備
事業債、消防施設整備事業債などの増に
より 1 億 7,890 万円の増で 17 億 7,030
万円、うち臨時財政対策債は 2,000 万円
の減で 7 億 3,000 万円となっています。

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

予初市北 当 算仙

一
般
会
計
当
初
予
算
目
的
別
歳
入
内
訳

　
平
成
24
年
度
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
仙
北
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
、
市
民
生
活
の
基
本
と
な
る

健
康
と
安
全
を
守
る
仕
組
み
の
強
化
、

経
済
活
動
各
分
野
を
支
え
発
展
さ
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
、
そ
し
て
次
世
代
の

育
成
に
力
点
を
置
い
て
行
政
の
運
営

に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
平
成
24

年
度
開
催
の
各
種
全
国
規
模
大
会
や
、

平
成
25
年
度
の
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
平
成
26
年
度

の
国
民
文
化
祭
な
ど
、
仙
北
市
が
秋
田

県
を
牽
引
す
る
心
持
ち
で
ビ
ッ
ク
イ

ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
仙
北

市
の
恵
ま
れ
た
素
地
を
活
か
し
、
中

国
・
韓
国
・
台
湾
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
自
治
体
外
交
も
進
め
ま
す
。
こ
れ

ら
の
延
長
線
上
に
あ
る
近
未
来
、
仙
北

市
は
「
豊
か
な
国
際
文
化
都
市
」
と
い

う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
手
に
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
ず
は
目
前
課
題
の
解
決

で
す
。
仙
北
市
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
良
質
な

自
治
体
と
な
る
に
は
、
市
民
か
ら
再
び

信
頼
を
い
た
だ
き
、
市
民
と
行
政
が
協

働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
以
外

に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
行
政
組
織
が
市
民
の
た
め
の
も
の

と
い
う
存
在
意
義
を
、
全
職
員
一
人
ひ

と
り
が
心
に
刻
み
、
市
民
の
苦
し
み
を

己
の
苦
し
み
と
し
て
、
効
率
的
で
効
果

的
・
挑
戦
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る

覚
悟
で
す
。

　

懸
案
と
な
っ
て
い
る
所
得
向
上
対

策
は
、
農
業
・
商
工
業
・
観
光
業
が
一

体
と
な
っ
た
６
次
産
業
化
を
基
軸
に

再
構
築
し
ま
す
。
一
方
で
農
業
分
野
で

の
企
業
誘
致
も
実
現
に
努
め
ま
す
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
に
次
い
で
、
小
水
力
発

電
や
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、
市
の
次

期
産
業
に
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
可
能
性
を
模
索
し

ま
す
。
市
民
生
活
の
安
定
に
不
可
欠
な

防
災
体
制
の
強
化
は
、
本
当
に
喫
緊
の

課
題
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
時
に
後

手
に
回
っ
た
情
報
伝
達
力
の
増
強
を
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
行
い
ま

す
。
秋
田
駒
ヶ
岳
の
噴
火
に
も
気
を
配

り
ま
す
。
ま
た
次
世
代
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
や
待

機
（
保
留
）
児
童
の
解
消
対
策
、
小
学

校
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
制

度
の
創
設
に
加
え
、
子
ど
も
達
の
情
操

教
育
、
校
外
教
育
の
場
づ
く
り
に
も
努

め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
す
る
政
策
の
一
端
で
す
。
市

が
計
画
し
て
い
る
全
８
７
８
の
事
業

は
、
市
民
の
皆
様
の
協
働
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
は
じ
め
て
実
現
で
き
る
も
の
ば
か

り
で
す
。
そ
の
関
わ
り
合
い
、
深
度
が

深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
、
何
倍
も
の
価
値

を
生
み
出
せ
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

成
果
を
求
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
の
過
程
を
大
切
に
し
て
、
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

常
に
「
も
う
一
歩
前
進
・
現
状
突
破
」

と
い
う
改
革
の
意
識
を
持
ち
、
市
民
参

加
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
市
政
を
目

指
し
、
職
員
と
力
を
合
わ
せ
、
仙
北
市

の
発
展
に
努
め
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

  

政
策
の
基
本
方
針
（
抜
粋
）
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